
体験・経験があるからこそ今がある
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　男女雇用機会均
等法前世代で、と
にかく社会に出る
ために公認会計士
の資格をとり、外
資系企業の経理部
に勤めた。経理部
にどうしても行き

たかったわけじゃない。だから好
きなことを仕事にしている人がう
らやましくて仕方がなかった。で
も、目の前のことに手は抜かなか
った。
　日本の企業が採ってくれなかっ
たから外資系企業に入ったのだ。
言葉や文化や考え方の違う外国人
と働くのは、えらくストレスだっ
た。が、〝成果を出す〟ための仕

事の進め方については相
当鍛えてもらった。
　３社の外資系企業で勤
務して年目に辞めた。〝人が好
き〟なので、とにかく人に関わる
ことがしたかったのだ。辞めて
年経った。気が付いたら人材育成
の会社を設立し、自分も研修講師
になっている。講師は天職ですね、
と言ってくれる人もいる。私も研
修をしているときは本当に楽し
い。でも、会社経営は生易しいも
のではないし、講義内容を考えて
いるときは七転八倒である。そし
て、会計という基盤や、外資系企
業でのさまざまな体験や、マネー
ジャーとしての経験を踏まえてこ
そ今がある。不思議なものである。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。
webで公開中

玄関。セキュリティーも万全だ
　　中央の扉で乳児（奥）と幼児を

分けることもできるので安全　　

　オフィス階での打ち合わせに子どもが
　同席することもしばしば

　和室の共同保育室では、お母さんが
　子どもを見ながら仕事をする

時間：午前７時分午後７
　　　時
定員：人（暫定）
対象：生後３カ月就学前で

日本工営グループに所
属している従業員の子

料金：１日円，円
（おむつ、ミルク、
離乳食、弁当は別途）

支払い方法：給与天引き
運営：明日香（本社・横浜市）
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Ａ　「保育園落ちた日本死ね」が話題にな
ったけれど、入園するには並々ならぬ努力
が必要なんだね　Ｂ　私は最近復職したけ
れど、認可外保育施設に子どもを預けてポ
イントを上げて、ことし４月にようやく認

可保育園に預けることができたの　Ｃ　本
当に大変なんですね。もしかしたら復職で
きないかもしれないなんて思ったことがあ
りましたか　Ｂ　一応、認可外保育施設に
預けられたから良かったけれど、認可に比

べて料金も高いから経済的に難しいものが
ある　Ａ　東京都世田谷区では４月１日時
点で待機児童が，人もいるそうだよ　
Ｃ　そんなに多いの。子どもを持つ時は、
保活も含めて考えなければいけないですね

◇認可保育園：国が定めた基準（施設の広さ・保育士等の職員数
・給食設備・防災管理・衛生管理等）を満たし各都道府県知事
に認可された保育園。

◇認証保育所：東京都独自の制度。土地が狭く従来の国の基準
（認可保育園の設置基準）をクリアできず保育園の設置が難し
いという問題に対応するため独自の基準を設定した保育園。

◇認可外保育施設：児童福祉法に基づく都道府県知事の認可を受
けていない保育施設。事業所内保育施設やベビーホテルなどが
ある。

◇保育園のポイント制度：認可保育園入園についての選考基準が
あり、その多くはポイント（係数）形式を採用している。入園
申込書を基準に照らし合わせてそれぞれポイント化し、より点
の高い順に入園できる。

田村さんの保活の流れ

　私が保活を始めたのは産休に入ってか
らでした。東京都品川区役所で保育園入
園についての説明を受けて、保活の本当
の大変さを知りました。保育園に入園す
るには、選考基準があり得点が高い方が
有利です。私の場合は、基本指数が最高
ランクの㌽、主人を合わせると㌽の
獲得となりました。しかし、その他にも
調整指数というのがあって保育園に入園
するにはさらにここでポイントを稼がな
くてはなりません。そのために私ができ
る手段は認可外保育施設もしくは認証保
育所に預けることでした。
　出産してから、職場のビルに設けられ
た認可外保育施設（事業所内保育施設）
「ポピンズナーサリースクール」（本社
・東京都渋谷区）に申し込み、そのほか
にも品川区や近隣の大田区、港区で見学、
申し込みをしました。幸い、ポピンズか
ら入園の許可が出たので生後６カ月から
週３回慣らし保育の意味も含めて預け始
めました。認可外保育施設に預けたこと
でさらに３㌽を付与され合計㌽とな
り、年４月に品川区の認可保育園に
入園することができました。私の場合は

本当にラッキーだったと思いますが、一
生懸命に保活して、できる限りのことを
しても入れない場合があります。一時期
話題となった「保育園落ちた」も実際に
よくある話だと思います。品川区は比較
的ゆとりがあるので入園しやすいですが
倍率が高いところは大変ですね。
　昨年月日に職場復帰し、４カ月間、
新宿まで毎日子どもと通勤（通園）する
ようになりましたが、インフルエンザな
どにかかることもなく幸運でした。また、
短時間勤務等職場の配慮に加えて、ポピ
ンズの手厚い対応や職場と同じビルにい
るということで、親としては安心して働
くことができました。わが子はもう２歳
になり、毎日、楽しく区内の保育園に登
園しています。
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

　　　収納時（上）。ステージを
　　　引き出すとひな壇になる

■コトブキシーティング株式会社
　日本の公共施設家具業界のパイオニア
で、世界有数の公共家具メーカー。年
の創業以来、国内主要の劇場や映画館、５
大ドームを筆頭としたスタジアムやアリー
ナ、学校の教室・講堂・体育館などに多数
の納入実績を持つ。イスで培われたＦＲＰ
加工技術を生かし、年に世界初のカプセ
ルベッドを製品化。以来、同マーケットで
も最新の製品を提案し続ける。

◇書籍『学校建築と
イス』と劇場いすの
張り地を使った「ペ
ンケース」のセット
を抽選で名にプレ
ゼント
　住所、氏名、電話
番号を明記の上、編
集部にファクスかウ
ェブからご応募下さ
い。締め切りは月
日（火）です。

　音楽会やお遊戯会などで自分の子どもが頑張っている
姿を見ると、ついつい「成長したな～」と涙するママ・
パパもいるのではないでしょうか。クリスマス会が開か
れるこの季節、愛らしい子どもたちは舞台の上で輝いて
いますよ。
　その舞台、実は壁面や床下に収納できるタイプがある
のです。
　狭いスペースでも、必要な時に舞台をさっと出せて、
使わないときはさっと収納。空間をフラットにすること
でお遊戯室や体育施設がより広く使え、走り回るのが大
好きな子どもたちも段差や角を気にせずのびのびと遊ぶ
ことができます。また、電動式だとボタン１つ、手動式
でも大きな力が必要ないので女性スタッフが多い保育園
や幼稚園でも簡単に設置・収納できます。音楽会ではひ
な壇に、お遊戯会では１段高いフラットスペースに早変
わりするものも用意されています。安全性にも最大限配
慮しているので、事故の危険性を大幅に減らします。堅
牢性も高くメンテナス体制も充実しているので、小さな
子どもがいる空間でも安心して使える点が大きな魅力。都心などでは敷地が狭い場合が多い
ので、設計の段階から検討することで、壁に収納するタイプの設置も可能です。
　問い合わせは、同社サポートセンター・電話。

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。


